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宮
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ぐ
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６
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持
経
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改
築
前

持
経
宿
改
築
前

持
経
宿
改
築
前

持
経
宿
改
築
前
のの のの
事
前
作
業

事
前
作
業

事
前
作
業

事
前
作
業

( 部
材

部
材

部
材

部
材
・・ ・・
道
具

道
具

道
具

道
具
・・ ・・
砂砂 砂砂
バ
ラ
ス

バ
ラ
ス

バ
ラ
ス

バ
ラ
ス
運
搬

運
搬

運
搬

運
搬
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど

) 

 ◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

６
月

１
３

日
( 土

)  
晴

後
曇

 

◇
参

加
者
；
木

下
嘉

彦
棟

梁
、
大

工
；
浦

東
 

進
、
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
、

豊
嶋

 
寛

、
根

木
俊

明
、

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

生
熊

敏
男

、

畑
林

秀
味

、
橋

本
 

梓
、
竹

中
佐

一
、
梶

野
照

雄
。
 

計
１

３
名

。
 

 沖
﨑

宅
に

７
時

半
に

豊
嶋

、
畑

林
、

橋
本

、
川

島
、

児
嶋

、
生

熊
、

根
木

竹
中

氏
が

集
結

し
、

沖
﨑

・
川

島
車

で
棟

梁
作

業
場

( 大
島

建
築

) へ
。

 

木
下

棟
梁

、
浦

東
さ

ん
は

、
三

輪
崎

で
２

屯
ダ

ン
プ

２
台

を
レ

ン
タ

ル
し

、

棟
梁

運
転

車
に

は
、

砂
・

バ
ラ

ス
各

１
屯

が
積

載
済

で
そ

の
上

に
前

回
サ

ッ

シ
屋

に
加

工
依

頼
し

た
入

口
戸

( 上
ガ

ラ
ス

が
上

下
共

ア
ル

ミ
板

) を
載

せ
る

。
 

 

浦
東

車
に

垂
木

、
窓

台
、

破
風

板
・

軒
桁

な
ど

の
部

材
と

、
特

別
仕

様
の

屋
根

ト
タ

ン
( 長

さ
４

ｍ
、

厚
さ

通
常

0
.2

5
→

0
.4

㎜
) を

積
込

む
。

 

ト
タ

ン
は

２
枚

持
っ

て
も

重
く

、
片

方
の

端
を

二
人

で
持

ち
、

擦
っ

て
傷

が
付

か
な

い
様

に
注

意
し

て
積

込
む

。
 

児
嶋

車
に

は
、

大
小

脚
立

は
約

１
０

脚
、

各
種

コ
ー

ス
レ

ッ
ド

や
釘

類
、

楔
類

、
削

岩
機

な
ど

の
工

具
類

を
積

込
む

。
 

 
 

 

部
材

と
ト

タ
ン

積
込

み
 

児
嶋

車
積

込
み

に
後

進
中

 
積

込
み

を
終

え
た

児
嶋

車
 

前
回

よ
り

、
砂

・
バ

ラ
ス

積
載

の
棟

梁
運

転
車

以
外

は
、

軽
め

に
な

り
、

８
時

１
０

頃
に

は
積

込
が

完
了

。
 

棟
梁

車
に

山
上

さ
ん

、
浦

東
車

に
畑

林
氏

、
児

嶋
車

に
生

熊
氏

が
同

乗
し

、

初
参

加
の

沖
崎

氏
の

先
輩
・
竹

中
さ

ん
達

６
人

は
、
沖

崎
・
川

島
車

に
分

乗
、

熊
野

市
飛

鳥
の

サ
ー

ク
ル

Ｋ
に

て
合

流
を

打
合

せ
各

車
出

発
。

 

山
上

さ
ん

は
、

南
側

( 不
動

堂
側

) に
石

積
み

作
業

を
す

る
た

め
に

、
セ

ミ

プ
ロ

の
根

木
・
生

熊
さ

ん
に

参
加

要
請

し
て

快
諾

し
て

馳
せ

参
じ

て
下

さ
る

。
 

白
谷

ト
ン

ネ
ル

を
抜
け

て
土

砂
止

め
さ
れ

た
支

谷
で

、
石

積
用

の
石

を
拾

っ
て

、
約

３
０
個

を
棟

梁
車

に
積

込
ん
だ

。
 

白
谷

林
道

口
の

ト
チ
ノ
キ
広

場
に

て
、
待

機
し

て
い

た
梶

野
車

と
合

流
。

 

白
谷

林
道
ゲ

ー
ト

の
鍵

は
、

工
事

車
両

、
間
伐

材
作

業
車

が
出

入
り

し
て

い
る

様
で

、
ゲ

ー
ト

は
閉

じ
ら
れ

て
い

る
が
鍵

が
か

か
っ

て
い

な
い

。
 

途
中

、
４
㎞
地
点

の
間
伐

材
搬

出
作

業
中

の
た

め
、

し
ば
ら

く
待

ち
１

１

時
過
ぎ

に
持
経
宿

に
着

く
。

 

早
速

、
部

材
を

運
ぶ

、
一

方
で

ト
タ

ン
置

場
は

、
棟

梁
の
指
示

で
不

動
堂

前
に

立
木

と
片

方
に
角

材
を

立
て

、
高

さ
約

１
ｍ

に
リ

ン
ギ

を
番
線

で
固
定

し
て
造

る
。

部
材

を
載

せ
そ

の
上

に
屋

根
ト

タ
ン

を
置

い
た

。
 

 
 

 

浦
東

車
の

部
材

荷
降

ろ
し

 
 

 
 

 
 

 
 

長
尺

屋
根

ト
タ

ン
置

場
 

砂
・

バ
ラ

ス
積

載
の

ダ
ン

プ
が

バ
ッ

ク
で

不
動

堂
前

へ
。
途

中
積

込
ん
だ

石
積

み
用

石
を
手
渡

し
で
降
ろ

す
。

砂
・

バ
ラ

ス
は

、
降
ろ

す
前

に
土
嚢
袋

に
袋
詰

し
な

い
と
混
ざ

る
ぞ

・
・

・
・

棟
梁
荷

台
を

上
げ
ろ
！

な
ん

と
上
手
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く
分
け

て
降
ろ

さ
れ

た
。

土
嚢
袋
詰

め
す

る
事

に
な

る
が

１
２

時
前

で
あ

り

昼
食

と
す

る
。

 

 
 

 

 
荷

降
ろ

し
 

 
 

 
石

積
石

の
手

渡
し

運
搬

 
砂

・
バ

ラ
ス

荷
降

ろ
し
 

 
 

昼
食

を
終
え

る
と
程

な
く

山
上

さ
ん

は
、
率

先
し

て
石

積
み

作
業

す
る

ぞ
！

の
か
け
声

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
昼

食
・

談
笑

中
 

石
積

み
作

業
は

、
山

上
、

根
木

、
生

熊
さ

ん
、

児
嶋

氏
は

バ
ッ
テ
リ

ー
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
点
灯

作
業

、
そ

の
他

の
者

は
、

砂
と

バ
ラ

ス
を

土
嚢
袋

に
詰

め
て

不

動
堂
横

に
運
搬

。
重

い
の

で
一
杯
詰

め
ず

作
業

し
て

い
る

と
、

棟
梁

か
ら
袋

が
足

り
ん

か
ら

一
杯
詰

め
ろ
！

の
指
示

、
一

人
で

大
変
だ

と
運
ぶ

。
 

略
、
袋
詰

め
が
終
わ

る
頃

に
石

積
み

の
生

コ
ン
煉

り
が
始
ま

り
、

豊
嶋

氏

等
が

加
勢

。
 

棟
梁

・
浦

東
さ

ん
は

、
入

口
戸

サ
ッ

シ
枠

の
コ

ン
ク
リ

ー
ト

の
ハ
ツ
リ

に

発
電

機
を
廻

し
て

削
岩

機
で
行
う

。
発
電

機
は

、
以

前
行
仙
宿

か
ら
降
ろ

し

て
川

島
が
保
管

し
て

い
た
物

で
、

児
嶋

さ
ん

が
整
備
点
検

し
た

発
電

機
で
あ

る
。
こ

の
発
電

機
に

よ
り
電

動
工

具
が
使
え

る
様

に
な

る
。

 

棟
梁

か
ら
腐
朽

外
板
壁

、
内

側
細

工
物

・
掲
示
物

を
外

す
作

業
す

る
様

に

と
指
示

が
あ

り
、

浦
東

さ
ん

の
ア

ド
バ
イ

ス
の

下
で

沖
崎

、
畑

林
、

竹
中

、

川
島

が
作

業
す

る
。

 

内
側

の
ベ
ニ
ヤ

板
に
墨
書

さ
れ

た
西
行
法
師

の
歌

・
靡
絵
図

も
剝

ぐ
が

、

強
度

不
足

で
バ

ラ
バ

ラ
に

な
る

が
、
繋
ぎ
寄

せ
後
世

に
残

す
た

め
に
写
真

に

撮
る

。
 

 
 

 

砂
・

バ
ラ

ス
の

袋
詰

 
小

屋
南

側
の

石
積

作
業

中
 

西
行

法
師

の
歌

と
靡

絵
図
 

煤
け

と
シ

ミ
で
読

み
づ
ら

い
が

、
西
行
法
師

西
行
法
師

西
行
法
師

西
行
法
師
のの のの
歌歌 歌歌
 

・
篠

の
宿

に
て

 
庵

さ
す
草

の
枕

に
と

も
な

い
て

 
笹

の
露

に
も
宿

る
月

か
な

 
 
峯
わ

た
る
あ

ら
し

は
げ

し
き

山
か

な
 
添

し
く
聞
ゆ

る
滝

の
水

。
 

・
小
池

と
申

す
宿

に

て
 

い
か

に
し

て
梢

の
ひ
ま

を
も

と
め
え

て
 

小
池

に
今
宵

月
の

す
む
ら

む
 

・
千

種
の
岳

に
て

 
わ
け

て
ゆ

く
色

の
み

な
ら
ず
梢

さ
へ

 
千

ぐ
さ

の

岳
は
心

そ
み
け

り
。

 
・

三
重

の
滝

を
拝

み
て

 
身

に
つ

も
る
言

も
糸

の
罪

あ
ら
わ
れ

て
 
心

す
み
ぬ

る
み

か
さ

の
滝

。
の
墨
書

。
絵
図

は
椽

の
鼻

か
ら

持
経
宿
迄

の
靡

が
色

付
き

で
書

か
れ

て
い

た
。

 

外
板
壁

は
、

大
バ

ー
ル

で
剝

ぐ
が

、
腐
朽

で
強
度

不
足

と
釘

が
錆
び

て
、
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上
手

く
剝

が
せ
ず
折
れ

た
り

、
割
れ

た
り

し
て
殆

ん
ど

釘
が
抜
け
ず
残

る
。

こ
の

釘
を

１
本
ず
つ
抜
き
取

る
、
内
壁

の
薄

い
ベ
ニ
ヤ

板
の

み
が
残

る
。

 

 
 

 

腐
朽

の
外

板
壁

撤
去

中
 

外
板

壁
撤

去
 

 
外

板
壁

撤
去

と
石

積
作

業
 

雨
水

の
流
れ
防
止

に
北

側
に
ブ

ロ
ッ

ク
を

積
む

た
め

の
穴
堀

を
す

る
。

大

き
な

根
は

一
部
鋸

で
切
除

く
が
更

に
太

い
根

が
あ

り
、

浦
東

さ
ん
ヨ
キ

で
切

ろ
う

と
！
階

下
の
資

材
置

場
か
ら
ヨ
キ

を
持

っ
て

く
る

、
最

後
の

仕
上
げ

は

浦
東

さ
ん

。
 

ブ
ロ

ッ
ク

３
枚

２
段

積
み

の
生

コ
ン
煉

り
、

半
分

は
バ

ラ
ス
多
目

の
ブ

ロ

ッ
ク

下
の
捨

て
コ

ン
用

、
半

分
は
つ

な
ぎ
用

に
煉

る
。

一
応

、
下

に
横
筋

と

縦
筋

を
入
れ

、
１

ｍ
の

レ
ベ

ル
で

棟
梁

が
仕

上
げ

て
下

さ
る

。
 

１
４

時
半

、
児

嶋
さ

ん
は

橋
本

さ
ん
差

入
れ

の
ド
リ

ッ
プ

コ
ー
ヒ

ー
を

入

れ
て

下
さ

り
、

児
嶋

さ
ん

の
パ
イ

、
川

島
の
芋
羊
羹

で
休
憩

す
る

。
 

休
憩

後
、

石
積

み
の

生
コ

ン
煉

り
が

２
回
煉
ら
れ

、
端

を
コ
テ

で
仕

上
げ

る
。
未

完
で
あ

る
が

１
５

時
半

に
な

り
、

小
雨

が
降

り
出

し
部

材
の

シ
ー

ト

被
せ

、
道

具
を

片
付
け

て
作

業
終

了
。

 

多
く

の
参

加
者

が
あ

り
、
想
定

外
の
ブ

ロ
ッ

ク
積

・
石

積
み

が
出
来

た
。

 

持
経
宿

１
５

時
４

０
分

発
、
間
伐

材
作

業
は
終
え

て
い

た
。

 

白
谷

林
道

口
で

棟
梁

・
浦

東
車

は
熊

野
市
経
由

、
小
森

の
家

に
寄

る
児

嶋

車
、

梶
野

車
と

別
れ

、
沖

崎
・

川
島

車
は

上
葛

川
経
由

で
帰

新
す

る
。

新
宮

に
近
づ

く
頃

か
ら

小
雨

が
降

り
出

し
１

７
時

４
０

分
無
難

に
帰

新
し

た
。

 

 
 

 

ブ
ロ

ッ
ク

積
用

生
コ

ン
煉

り
 

石
積

・
セ

メ
ン

塗
り

 
作

業
終

了
・

全
員

集
合

！
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
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。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
、
写
真

一
部

；
梶

野
) 


